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当。2000 年 8 月 よ り 宮 城 教 育 大 学 学 長 を 務 め、2006








































































































































































































































すが、昭和 52 年、1977 年の教授学研究の夏の公開研
究大会、片山津というところでやった時に、林竹二が
後で自分で「留別の講演」というふうに呼んでいる、
自分は違う道を歩むことになるからと、こういうふう
に言う講演をやって、ある種、斎藤喜博批判じゃなく
て、林竹二さんは後で私にデコレーションと言ってた
けど、まあ斎藤喜博の周りにいる実践家とか研究者に
対する批判が強かったようですけどね。
でも、それがものすごいきっかけになっちゃって、
林竹二さんの真意とは別になって、稲垣さんが離れて
いく。斎藤さんの周りに集まってくる人たちが離れて
いくというふうにして、宮教大なんかの場合にはたく
さんそういう運動に加わっていたわけだけど、みんな
林さんの方についていくという格好になっちゃった。
人間的に見ると、そりゃあ林竹二の方が非常にいいん
ですよ。斎藤喜博さんという人は、実践家であると同
時に孤立しながらやってきた人だし、ある意味で自尊
心というのか、自信の非常に強い人だから、本当に神
がかり的についていくというのでないとやっぱり嫌だ
という気持ちが強くなってくるんだろうと思うんです
ね。
また、そういう感覚だけで言ってるんじゃなくて、
やっぱり誰かが、現場教師の授業したものを指導者が
指導しちゃうということに対する不満がものすごく
あって、もっと授業を多角的に研究しなきゃあいけな
いんじゃないかというふうなのが稲垣さんたちには非
常に強くあったと思うし、吉田章宏さんなんかも同じ
ではなかったかもしれないけれども、やっぱり同じ
だったんじゃないかという気がしています。
だから、その時はいろんな人間関係で別れたり去っ
たりしていたんだけれど、後から思えばやっぱり斎藤
喜博の授業づくりというものがやっぱりものすごく価
値があるんだ、斎藤喜博が好きだとか嫌いだとかいう
ことじゃなくて、というのと、やっぱり授業というの
は一つのやり方ではなくて、多様なやり方があるの
で、そういうものを持ち寄って研究するのがいいんだ
という考えの違いだったんだと思いますけどね。
私はまだ 40 代に入りかけていたぐらいだし、宮教
大のいろんなこともやっていたし、相当迷いました。
林竹二は意外なぐらい斎藤喜博批判ではない、まあ斎
藤喜博批判がないわけじゃないんだけど、むしろ斎藤
喜博の仕事は大事だと、林竹二はある時期、「斎藤喜
博の仕事を支えて理論化しようと思ったけれども、も
う自分は違う道を進まなければいけなくなった、いわ
ば同和教育の人達と一緒に進んでいかなきゃあいけな
くなった」と言って、「私はもうその仕事はできない
から、横須賀さん、あんたがこれからは斎藤喜博を支
えて、斎藤喜博の仕事を理論化すべきじゃないか」と
私個人には助言するんですよね。これはあまり人には
言ってないんだけど。
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５．教授学研究の会の再建へ
そんなことで私自身は迷ったけど、一方ではやっぱ
り稲垣さんなんかの言う、広く授業を、どんな授業で
もいいから集めて、集めてというと悪いけど、それに
ついて広く研究しようという考えにはどうもなれなく
て、私自身の個性なのかもしれないけど、やっぱり斎
藤喜博のつくる授業、あるいは斎藤喜博の周りにもの
すごい実践家が何人かいたわけですが、そういう人た
ちのつくる授業の本物性というものにどうしても魅か
れてしまう。やっぱり私は、そこにあるものが何なの
かというのを見極めないと、広く授業の研究をすると
いう気には到底なれなかったということがあります。
それで結局、教授学研究の会の再建のような形に
私がなっていく。そうすると、どうしてもキャリアと
か何から入って中心になっていくというふうになって
しまうんですけど、同時に私は斎藤喜博さんがやって
いるのと同じような学校の校長に招かれて行って、そ
して個々の授業というよりは、学校づくりというふう
に言うんでしょうか、学校を変える、その中で授業の
意味が見えてくるというような仕事の方が魅力的に見
えて、それをやるようになっている人たちは何人か私
と同じように斎藤喜博さんの周りにいて、大分大の野
村新さんとか都留文科大にいる箱石泰和とか、そうい
う連中ですが、だから授業研究というよりも学校に
入って学校づくりをやる、そこで教師の成長も起こる
し、いい授業も生まれてくるというふうに考えるよう
になった。それで私は主に東北の一関の本寺小学校と
か、青森の戸山中学とか、あるいは六戸町の七百中学
とか、主に私は岩手県とか青森県の学校に招かれて
入って、大体短かければ３年ぐらい、長ければ５～６
年そこの学校で教師たちと一緒に授業研究を中心にす
る学校づくりをやるということになってきて、それが
私にとっては一番魅力のある仕事になりましたね。
結局、いまも続けているのはそういうことで、授業
の結果を持ち寄って、それを研究するというよりは、
学校に直に入って、そこで授業と表現活動を教師たち
に指導をしながら、学校そのものを活性化させてい
く、結果的にはそういう仕事になりましたね。
６．授業づくりを核にした学校づくり
いまでも自分が授業するというのも、そういう学校
づくりのプロセスの中で、必要だったら自分で授業し
てみせますということです。林竹二さんのように自分
が授業することに自己目的をおくということではなく
て、必要な場合はやりますというふうになってきてい
るんですけどね。最近は神奈川県の横須賀市の森崎小
学校なんていうところは、もう 10 年通っていて、こ
の間、小さな公開に行って、私が一番この学校で古く
なっちゃったと笑ったんだけど、みんな異動して転勤
してしまって、私が一番長くなってしまう。
それから沖縄の那覇の宇栄原、あの辺ではウエバル
というふうに呼ぶようですが、学校の名前はウエハラ
小学校、ここは沖縄にただ一人の民間人校長で横山芳
春という校長が、環境教育をやりたくて民間人校長に
志願してなるんですけど、研修期間の間に斎藤喜博全
集を見つけて読んじゃうんですね。そうするともう斎
藤喜博の魅力にとりつかれて、これでやりたい、だか
ら来てくれ、来てくれ、来てくれと言って、学長をやっ
ていた時期だったのですが、結局、３年あの宇栄原小
学校に通いましたがね。
渡邉　まだ続けられているんですか。
横須賀　ところが横山校長が転勤になった。転勤し
ないで長く続けるようにいろいろ応援したんだけど、
成功しないで、それで今度はいま話題になっている宜
野湾市の長田小学校の校長に転勤になって今年から
行っていて、それでもう早速始めているんですよ。宇
栄原小学校の時は民間人校長として入って、ものすご
い抵抗を受けて追い出し策動までやられたぐらいで、
それを乗り越えたので大変な人だと思うんだけど、今
度はもう最初から受け入れられていて、だから来てく
れ来てくれと言われて、まあ様子を見ながらと思って
ついこの間行ってみたところですけど。まあまだまだ
これからですけれども。
まあそんなことで、私は斎藤喜博さんに会って、も
ちろん昔から知ってはいるんですが、直に接するよう
になったのは宮城教育大に行ってからで、その授業づ
くりの魅力、授業というより授業と表現活動を核にし
た学校づくり、あるいは教師の成長、それを実際に図
るという仕事そのものに興味を持ったし、自分のやれ
る仕事が見えて、結局、それを細々と続けてきたとい
うことだと思います。
だから授業研究というのを学問的に科学的にやると
いうのは難しいですね。難しいというより、本当に意
味があるんだろうかと私には非常に思えるようになっ
てきて、まあ心理学の立場からとか、ヴィゴツキー理
論を使ってとか、いろいろ出てくるけど、ちょっと私
にはそういうことの意味がとらえられない。むしろ学
校に入って実際に授業をしている先生たちで、新任で
何もわからないようなものや、50 代に入って何も改
めて考えなくても授業なんかできちゃう、そういう教
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師にどういうふうにもう一度授業に立ち向かう気力と
か認識とか、そういうものをつくっていくか、助言を
していくか、それがまた本当にそうなって変わってい
くところが私には非常に興味津々です。それは学校の
中ではかなりきついことを言わなきゃあいけない時に
は言いますし、そうしながら教師と一緒に運動靴を履
いてやっているということにすごく意味を見てるとい
うことですけど。
その中でやっぱり子どもがものすごく変わってくる
というのが一番魅力がありますね。教師が変わってい
くということは、子どもが変わっていくということだ
し、子どもが変わっていくと教師が変わらなきゃあい
けなくなってくる。だから、もうあとは定年を待つだ
けというような 50 代の女教師でも、学校が動いてく
ると、活発になってくると、子どもがやっぱり変わっ
てくる、それは昔のまま、前のまま対応してたんじゃ
あもう生きていけないような状況が出てきますね。そ
ういう状況の中でやっぱり教師自身が変わるという
か、自分の可能性がもう一度出てくる。やっぱり子ど
もは本気になった時は美しいですよね。結局この魅力
でここまでやってきたような気がしているんですけ
ど。
だから思えば、生活綴り方も文章を通してという
ことだけど、子どもの魅力そのものがもう一つよく見
えない、まあ林竹二さんなんかは作文、感想文を通し
て子どもの魅力を読み取ることをしていたわけですけ
ど、私には非常に間接的に見えるし、それから授業記
録を持ち寄ってというのも、私には、研究的ではある
のかもしれないけれども、子どもが見えないし、子
どもの変わっていくところが見えないという点では
ちょっと魅力がもてない。やっぱり教師と子どもが変
革、変わっていくところに立ち会うという魅力を追い
続けてきちゃったということですね。
その間に私なりには、授業をつくる原則みたいな
ものが随分見えてきました。発問というふうなものが
どのような役割を果たすのかとか、発問のつくり方と
か、そういうことによって随分甘い授業みたいなもの
がきちっと引き締まってくるかとか、そういう教師に
対する助言になるような授業のつくり方については、
私なりに見えてきたなと思っていますが、もう最新の
研究なんていうものにはならないですから、学会的な
活動からはもう引いてしまいましたけど。
７．戦後の教員養成批判と改革
もう一方では、ずっと教員養成のことについて、あ
まりにも戦後の開放制と学芸重視というものが実質的
にできてないということを批判し続けてきて、最初の
うちはほとんど師範学校復活論者といって名指しで批
判されるようなことをやってきましたけど、最近、こ
こ 10 年ぐらい随分風向きが変わって、横須賀の言っ
てたことがそのとおりだったんだということで、いま
の教員養成改革に結びついてきましたけど。
渡邉　私も同じような気持ちで新構想大学に期待し
たわけですが、兵教大も途中から新構想が新構想でな
くなりつつありまして、そこで梶田叡一学長にかけて
いたんですけど。
横須賀　私も宮教大を新構想の大学のようにした
かった、いや新構想を超える大学にしたかったんだけ
ど、やっぱりあるところまでで挫折をしてしまう。そ
れは本当に学内政治みたいなもので負けてしまうわけ
ですよね。圧倒的多数の教科の専門家に、保守性に負
けてしまう。それに新教育大と言っていたところも、
本来のやるべきところをやらないで、博士課程に走っ
ていってしまう。梶田さんが学長になってから梶田さ
ん自身に愚痴られたけど、ギリシャの何とかの時代の
何とかかんとかだというのばっかり集まってきて、本
当の教育のことがわかってない、何とか変えたいんだ
と言っていたけど、梶田さんもそれなりの仕事をした
わけだろうけど、やっぱり本当には変えられなかった
のかななんて見てますけどね。
渡邉　自分でそういう大学をつくる以外にないのか
なというような、そういうお気持ちじゃないかと思い
ます。
横須賀　それはそうでしょうね。私だってそうです
けど、とてもとてもそんな力はないし、梶田さんのよ
うな人脈もないし、まあこういうところ ( 十文字学園
女子大学 ) にたままた小学校教育養成課程ができるか
らと言って呼ばれてきたんですけど、いま改革の仕事
を頼まれていて、ちょっとだけ最後の仕事をしようと
思っているところですけどね。
８．地方教育委員会の保守性・派閥性
渡邉　私もこの聞き取りを始めるにあたって、学
校現場からの改革ということ、教育改革は学校現場を
ベースにすべきだという基本的な考えがありますの
で、そういう中から苦労されて、その路線で来られた
先生方の声を聞こうと。それでいま授業研究、教育研
究がどこかへ追いやられたような状態ですが、これを
何とかまた復活するという芽があるのかどうか、どう
すればいいのかということ、その課題展望がありまし
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たら、お教えいただきたいと思います。
横須賀　いろんなことがあるけど、たまたまそこ
の、私がいま言ったような校長、志あるということ
で、私や他のものが、まあこの頃他のものも減ってき
ているんだけど、私が加わってやると、学校が間違い
なくよくなるんですね。それで地域の親たちがものす
ごく喜ぶんですよ。宇栄原小学校なんてまさにそうで
すから。教師たちは最初のうちは追放運動を始めて、
教育委員会に駆け込んだりするわけですが、親たちは
校長をかばって助けた。去る時は本当に親が惜しんだ
し、この間、私が長田小学校の方に行くので、でも一
度だけ宇栄原の人達にも会いたいと思って会食に来て
もらったんだけど、そうするとＰＴＡの会長からわざ
わざ電話をかけてきて、「先生、本当にありがとうご
ざいました」と言うんですよね。結局、私は問題は教
育委員会だなと思っているんですよ。
地方教育委員会の保守性、派閥性というお話です
が、問題をどういう言葉でとらえるのが適切かどうか
は大事だと思いますが、そこが変わらないと、学校が
一つよくなっても、それが横に広がっていくというこ
とはないですよね。だからいま、政治課題では地方分
権とか言って、地方に地方にと言ってますけど、いま
のままの教育委員会で地方に分権したって、地方に財
源や何か移したってだめなんじゃないかなという気が
しますけどね。だから、こういうことをしていると、
文科省なんかの方がはるかに理解してくれるし、応援
してくれるんですよね。地方へ行くと、もうそれを広
がらないようにするという圧力の方が強くなってく
る。ここが変わらないと日本の子どもたちは本当に不
幸ですよね。学力向上だって、本当にはできないし、
というのが私の実感ですね。
宜野湾にいらっしゃったら、ぜひ長田小学校の横山
芳春さんを訪ねてみてください。志のある快男児です
よ。特定の主義主張ということよりも、子どもの可能
性を引き出して、いい学校をつくってみたいという、
それだけをやっている純粋な校長で、応援したいと
思っているんですけど。
渡邉　私は長年、「日本教育新聞」の記者をしてき
ましたが、そういうところにスポットを当てるのが記
者の務めだと思いますね。
今日は、貴重なお話をお聞かせいただき、ありがと
うございました。
